
　
第
入
巻
　
　
　
研
　
究
　
　
　
戊
戊
の
璽
法
及
び
政
灘
汽
中
）

（
6
）
本
誌
書
巻
第
四
號
所
載
拙
稿
「
獣
首
鏡
に
就
い
て
」
参
照
。

（
7
）
此
の
鏡
は
谷
井
文
學
士
が
嚢
掘
調
査
せ
ら
れ
た
際
の
出
土

　
に
係
る
。
資
料
ミ
し
て
最
も
確
蟹
な
も
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
第
二
哺
號
　
　
　
　
三
〇
　
（
二
ご
・
嚇
）

（
8
）
拙
稿
「
上
代
土
器
に
就
い
て
の
叫
考
察
」
（
「
思
想
」
第
十
六

　
號
所
載
）
滲
照
。

戊
戌
の
愛
法
及
び
政
攣

光
双
二
＋
年
＋
月
に
既
に
光
緒
帝
の
寵
寄
客
瑛
二
妃
が

政
治
に
干
領
し
旋
ビ
云
ふ
廉
で
脇
毛
を
概
奪
さ
れ
、
貴
人

に
下
さ
れ
、
喪
衣
廷
杖
に
慮
さ
れ
控
の
は
、
如
何
云
ふ
干

預
で
あ
る
か
は
分
か
ら
澱
が
、
恐
ら
く
西
太
后
の
干
渉
に

反
刀
し
π
の
が
不
都
合
ご
云
ふ
の
で
あ
る
ま
い
か
。
内
藤

博
士
が
雑
誌
支
那
學
に
而
て
、
盛
伯
義
祭
酒
に
就
い
て
記

述
さ
れ
、
盛
伯
義
即
ち
当
量
ビ
懇
意
で
あ
っ
元
旗
人
中
の

文
人
こ
し
て
紹
介
さ
れ
た
志
鏡
は
、
珍
瑛
二
妃
の
兄
で
あ

る
定
云
ふ
事
は
、
戊
戌
政
墾
記
に
二
箇
慮
も
出
て
居
る
。

さ
う
す
る
ご
二
妃
は
妨
妹
で
あ
っ
て
、
姉
妹
で
光
緒
帝
の

（
中
）

文
學
博
士
　
矢
　
野

仁

一

妃
ε
な
っ
て
居
だ
課
で
あ
る
。
志
鏡
は
光
臨
帝
自
ら
擢
用

さ
れ
π
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
後
禮
部
侍
郎
を
罷
め
ら
れ

て
鳥
里
雅
蘇
憂
に
言
忌
さ
れ
た
汚
云
，
津
こ
こ
か
ら
考
へ
て

も
、
叉
盛
豊
の
推
薦
に
て
光
緒
帝
に
信
用
さ
れ
二
妃
に
敷

駕
し
だ
翰
林
院
侍
護
學
士
文
廷
式
の
人
物
か
ら
考
へ
て
も

二
戸
の
政
治
干
瓢
は
如
何
云
ふ
干
預
で
あ
っ
だ
か
略
ぼ
想

像
さ
れ
る
。
丈
廷
式
も
光
跡
帝
に
大
椛
の
牧
概
を
進
言
し

奮
か
云
ふ
こ
忌
、
禦
楊
崇
俳
の
下
灘
慧
廊

矯
響
難
壁
撮
購
辮
鞠
簸
を
受
け
、
二
＋
二
年
二

月
、
毎
度
の
召
醤
、
狂
妄
の
語
多
き
は
二
日
不
謹
愼
の
謹
擦



で
あ
る
ε
て
、
革
帯
永
不
叙
用
、
駆
逐
回
籍
の
巌
命
を
蒙

っ
た
Q
ご
命
乞
瓢
後
ご
十
年
十
二
月
、
御
史
安
維
峻
は
和

議
皇
太
后
に
出
で
、
青
立
置
畳
英
の
指
金
こ
の
説
は
市
井

の
談
信
じ
難
き
も
、
皇
太
后
蹄
政
の
今
日
、
勿
ほ
事
に
遭
て

簗
制
あ
り
て
は
、
何
葱
以
て
租
宗
天
下
臣
民
に
労
せ
ら
る

べ
き
ビ
の
上
奏
を
飽
し
、
難
口
妄
言
、
譜
面
の
端
を
開
く

ε
の
嚴
責
を
受
け
、
重
職
軍
壁
電
畜
㌘
命
せ
ら
れ
た
。
二

十
繭
年
十
月
、
戸
部
侍
郎
長
麟
、
刑
部
侍
郎
注
鳴
盤
は
召
見

の
時
成
豊
帝
の
後
を
嗣
が
れ
た
る
蒲
倉
に
取
て
は
、
東
太

后
は
母
な
る
も
、
西
太
后
は
母
で
な
い
ビ
云
ふ
機
な
奏
言

を
上
っ
た
ε
か
云
ふ
こ
と
で
、
議
言
を
進
め
、
雨
宮
を
離

間
す
る
も
の
で
あ
る
ご
て
、
革
職
永
不
叙
用
の
黒
門
を
蒙

っ
た
。
文
廷
式
や
志
鏡
の
購
写
せ
ら
れ
た
の
も
、
そ
れ
よ

り
間
の
無
い
ご
十
こ
年
春
の
こ
と
で
あ
る
。
平
野
二
妃
、

志
銑
、
文
心
墨
、
安
維
峻
、
長
麟
、
在
鳴
攣
等
の
．
降
購
は
㌃

實
際
に
母
子
離
間
の
嫌
ひ
が
あ
る
か
ら
、
其
の
爲
め
に
干

渉
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
様
に
思
は
れ
繊
で
も
な
い
。

　
　
　
沼
津
巷
　
研
究
　
戊
戎
の
礎
法
及
び
致
墾
（
中
）

　
　
　
　
　
　
　
、

只
だ
此
等
の
人
は
進
歩
主
義
の
思
想
を
抱
き
、
そ
れ
だ
か

ら
皇
上
の
親
政
を
希
望
し
π
人
人
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が

光
緒
帝
の
鍵
法
話
行
に
先
ち
て
悉
く
瓢
斥
さ
れ
た
こ
云
ふ

こ
ご
は
、
母
子
離
間
の
意
味
ば
か
り
で
な
く
、
獲
法
に
醤

す
る
、
光
早
立
の
考
へ
を
芽
生
へ
の
中
に
芙
除
せ
ん
と
の

西
太
后
の
意
中
を
見
は
し
て
居
る
機
に
疑
は
れ
ぬ
で
も
な

い
が
、
そ
れ
も
さ
う
疑
ふ
よ
り
は
、
光
緒
帝
が
鍵
法
を
考

へ
ら
る
る
機
に
な
っ
て
か
ら
、
此
等
の
入
人
を
信
じ
、
此

ま
で
の
機
に
何
事
も
皇
太
后
の
露
旨
t
任
せ
ら
る
る
ビ
云

ふ
標
な
こ
ご
が
な
く
な
り
、
此
等
の
入
人
が
あ
る
か
ら
、

光
緒
帝
も
孝
滋
を
敏
か
る
る
の
で
あ
る
ご
の
考
へ
よ
b
、

こ
れ
を
黙
思
さ
へ
す
れ
ば
こ
の
軍
純
な
理
由
に
出
で
た
も

の
こ
考
へ
る
方
が
よ
い
檬
に
も
思
は
れ
る
。

　
干
渉
も
此
の
程
度
に
止
ま
れ
ば
、
純
然
π
る
政
治
干
渉

で
な
い
ビ
辮
解
し
様
ビ
す
れ
ば
野
蒜
澱
こ
ビ
も
な
い
が
、

二
十
一
年
六
月
翁
同
素
の
銃
慶
宮
御
用
御
免
の
上
諭
の
如

き
は
、
翁
同
齢
が
十
二
道
の
上
諭
を
撰
擬
し
て
大
に
鍵
法

　
　
　
　
　
　
第
二
醗
　
　
　
三
一
　
（
二
一
三
）



　
　
　
第
入
巻
　
　
研
　
究
　
　
戊
戌
の
墾
法
及
び
政
璽
（
申
）

を
行
は
ん
こ
し
た
事
が
、
西
太
后
に
蝿
察
せ
ら
れ
し
爲
め

で
あ
る
ε
か
、
彼
が
光
緒
帝
に
内
奏
し
て
孫
銃
撃
、
徐
用

儀
二
人
を
軍
機
慮
か
ら
追
出
し
た
こ
ビ
が
、
西
太
后
の
激

怒
を
思
い
π
ご
か
、
色
々
の
説
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
何
れ

に
し
て
も
、
政
治
干
渉
た
る
を
免
れ
な
い
。
二
十
四
年
四

月
二
十
三
日
闘
是
の
上
諭
が
零
せ
ら
れ
、
ご
十
五
日
康
有

痛
沼
見
の
上
宝
が
慣
せ
ら
れ
し
ば
か
り
の
二
＋
七
日
に
、

突
如
、
翁
同
麻
近
來
の
辮
事
は
多
く
要
路
で
な
く
、
衆
情

を
服
す
る
こ
ご
が
出
撃
す
、
客
人
の
塞
奏
を
受
け
、
叉
召

封
の
特
の
言
動
は
驚
悸
を
極
め
、
軍
機
の
重
任
に
勝
へ
難

い
、
査
崩
究
辮
、
重
恩
を
加
ふ
る
が
當
然
な
る
も
、
多
年

銃
慶
宮
に
勤
務
し
た
る
功
を
思
ひ
、
特
に
開
鋏
回
籍
の
寛

典
に
慮
す
ご
云
ふ
上
諭
が
濡
せ
ら
れ
π
。
内
光
緒
帝
は
自
分

の
名
で
登
せ
ら
れ
π
上
諭
を
見
て
色
を
遜
せ
ら
れ
た
ご
云

ふ
事
は
戊
戌
政
獲
記
に
見
え
て
居
る
。
此
に
至
っ
て
は
、

何
ご
言
っ
て
も
、
即
単
純
に
母
子
を
離
間
す
る
が
悪
い
ご
云

ふ
意
味
に
過
ぎ
な
い
ビ
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
ざ
う
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
二
　
（
三
四
）

政
治
干
渉
で
、
西
太
后
は
記
法
を
喜
ば
れ
す
、
喜
ば
れ
ざ

る
が
故
に
、
立
法
を
行
ふ
が
爲
め
警
語
帝
の
濫
用
信
任
さ

れ
た
る
入
人
の
任
免
指
墨
に
干
渉
さ
れ
π
も
の
ざ
考
へ
ざ

る
を
得
な
い
。
光
緒
帝
が
此
等
の
人
入
を
信
用
信
任
さ
れ

た
の
も
、
西
太
后
の
鍵
法
を
喜
ば
れ
ぬ
こ
ビ
が
、
鍵
法
奉

行
の
任
に
寂
る
王
大
臣
地
方
雲
影
に
分
っ
て
居
る
の
で
、

之
を
奉
行
せ
す
、
奉
行
し
な
い
か
ら
こ
て
之
を
瀦
斥
す
る

椹
は
光
緒
帝
に
な
か
っ
た
爲
で
、
此
等
の
人
人
が
光
緒
帝

の
大
聖
雲
叢
を
欲
し
、
母
子
離
間
の
嫌
ひ
あ
る
機
な
奏
鋤

を
体
し
た
の
も
、
西
太
后
の
墾
法
を
喜
ば
れ
ぬ
こ
ご
を
知

つ
だ
爲
め
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
る
Q
鍵
法
の
成
功
し
な
か

っ
た
こ
ご
に
就
い
て
は
、
種
々
の
原
因
も
あ
る
が
、
墾
法

を
行
は
ん
ご
し
た
光
緒
帝
が
實
際
に
育
て
支
那
の
政
灌
を

把
握
し
な
か
っ
た
ε
云
ふ
こ
ご
が
一
つ
重
要
な
原
因
で
あ

る
こ
ご
は
疑
は
れ
な
い
。

　
然
し
西
太
后
は
如
何
な
る
鍵
法
に
噛
し
て
も
、
主
義
ビ

し
て
反
評
せ
ら
れ
た
ε
胃
管
へ
ら
れ
な
い
。
戊
戌
政
愛
記



に
西
太
后
は
初
め
よ
り
墾
法
に
反
癒
し
、
密
に
榮
腺
ご
共

に
塵
立
の
布
麗
を
荒
し
、
一
時
光
達
帝
の
跳
躍
を
傍
槻
し

た
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
様
な
説
は
述
べ
て
あ
る
が
、
私
は

信
じ
な
い
○
後
に
述
べ
る
如
く
、
二
十
三
年
十
一
月
の
貴
州

學
政
講
修
の
鍵
法
奏
書
に
醤
し
て
、
総
理
衙
門
王
大
臣
は

殆
ん
ご
原
奏
以
上
に
愛
法
を
是
認
す
る
宮
詣
を
爲
し
て
居

る
Q
立
時
総
理
衙
門
大
臣
ビ
し
て
最
も
獲
法
を
阻
澆
し
た

機
に
言
は
る
る
禮
蔀
捨
書
許
恋
験
す
ら
之
に
反
磁
し
な
か

っ
た
。
許
癒
験
の
御
更
君
影
魯
、
読
響
秀
の
弾
劾
上
奏
に
謝

す
る
回
奏
に
、
嚴
修
講
設
縄
単
科
一
管
、
係
下
総
署
核
議
、

臣
與
李
鴻
章
等
写
実
譜
面
携
人
材
轄
移
風
氣
謁
見
、
當
経

議
准
覆
陳
、
若
臣
意
見
塞
差
、
可
不
随
同
書
稿
ご
述
べ
て
あ

る
。
西
太
后
が
主
義
ε
し
て
諸
法
に
反
謝
さ
れ
て
居
た
な

ら
ば
、
光
緒
帝
が
如
何
に
熟
望
さ
れ
て
も
、
結
局
行
は
れ
な

い
こ
ご
は
明
か
で
、
そ
れ
程
の
こ
ご
は
支
那
の
大
臣
に
分

ら
滋
筈
は
な
く
、
そ
れ
が
分
ら
澱
機
で
は
支
那
の
大
臣
た

る
資
格
は
な
い
の
で
あ
る
。
総
理
衙
門
王
大
臣
が
鍵
法
是

　
　
　
第
入
奮
　
　
研
・
究
　
　
戊
戊
の
墾
法
及
び
政
慶
（
串
）

認
の
覆
奏
を
姦
し
た
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
行
は
れ
漁
ご
・
見
て

そ
れ
を
落
し
た
こ
考
ふ
べ
き
で
な
く
、
行
は
れ
る
と
知
っ

た
か
ら
、
そ
れ
を
繁
し
た
ご
・
考
ふ
べ
き
で
、
酉
太
后
が
圭

義
こ
し
．
て
墾
法
に
反
樹
さ
れ
た
の
で
な
く
、
そ
れ
位
の
墾

法
な
れ
ば
差
支
へ
が
な
い
ご
考
へ
ら
れ
た
讃
襟
ご
見
，
る
べ

き
で
あ
る
。
戊
戌
獲
法
の
初
、
光
点
帝
が
慶
親
王
に
依
て

亡
國
の
潜
た
る
こ
ご
が
毒
手
な
い
か
ら
、
若
し
椹
を
予
へ

ら
れ
な
け
れ
ば
遜
位
し
た
い
ピ
云
ふ
こ
ご
を
、
西
太
后
に

康
出
で
ら
れ
し
時
、
西
太
后
が
皇
上
議
辮
事
、
太
后
不
阻
也

ご
言
は
れ
も
事
は
、
戊
戌
悪
銀
記
に
見
え
て
居
る
。
梁
啓
超

は
西
太
后
は
別
に
罵
る
所
あ
っ
て
之
を
言
は
れ
た
楼
に
説

明
し
て
居
る
が
、
そ
れ
は
邪
推
で
、
矢
張
b
西
太
后
の
必

ず
し
も
礎
法
に
反
醤
せ
ら
れ
な
か
っ
た
一
書
擦
ご
考
ふ
べ

き
も
の
で
あ
る
。
西
太
后
の
反
魂
せ
ら
れ
た
の
は
、
凡
て

の
実
法
に
反
封
せ
ら
れ
た
の
で
な
く
、
急
激
な
る
墾
法
、

租
宗
の
成
法
に
反
す
る
襟
な
攣
法
に
反
落
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
、
誤
謬
の
主
張
せ
る
経
濟
蒔
科
を

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
三
　
（
二
一
五
）



’

　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
戊
戎
の
楚
法
及
び
攻
盤
（
中
）

即
く
る
位
の
鍵
法
な
れ
ば
、
忍
野
士
を
取
る
ご
云
ふ
租
宗

の
成
法
を
鋤
か
す
こ
ご
な
く
、
邸
ち
租
宗
の
成
法
内
で
出

直
る
憂
法
で
あ
る
か
ら
差
支
へ
が
な
い
ε
考
へ
ら
れ
た
襟

に
思
は
れ
る
。
耳
翼
帝
の
憂
法
の
成
功
し
な
か
っ
た
他
の

重
要
な
原
因
は
、
租
宗
の
耳
蝉
を
嚇
せ
ん
ご
す
る
獲
法
で

あ
っ
た
ε
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

　
梁
啓
超
は
戊
戌
政
墾
記
に
於
て
、
新
政
詔
書
恭
蹟
の
一

章
を
設
け
、
光
緒
二
十
四
年
四
月
二
十
三
肝
（
一
八
九
八

年
六
月
十
日
）
か
ら
三
箇
月
間
に
行
は
れ
た
新
政
は
、
古

の
哲
王
英
鱈
数
十
年
の
政
績
を
以
て
し
て
も
、
其
骨
一
二

を
望
ま
れ
嫁
い
ご
言
っ
て
、
八
月
初
入
日
（
一
八
九
八
年

九
月
ご
十
日
間
ま
で
、
百
雷
日
舞
に
爽
せ
ら
れ
た
上
論
を

載
録
し
て
居
る
。
四
月
二
十
三
日
は
鞍
壷
の
上
諭
が
登
せ

ら
れ
元
目
、
入
月
入
日
は
西
太
后
訓
致
の
上
諭
が
磯
せ
ら

れ
た
前
日
で
あ
る
。

　
國
是
の
上
諭
は
聖
賢
義
理
の
中
學
を
根
本
ピ
し
て
、
時

務
に
切
要
な
商
量
を
博
探
し
、
，
無
用
の
誓
章
を
改
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
　
號
　
　
　
　
三
四
　
　
（
二
嚇
山
ハ
）

有
用
の
新
法
を
用
ゐ
ん
ざ
す
る
朝
廷
の
決
心
を
中
外
に
宣

明
し
て
、
門
戸
の
紛
争
を
絶
ち
．
衆
向
を
定
め
、
入
心
を

隅
に
せ
ん
ご
し
だ
も
の
で
、
勘
忍
は
此
の
口
よ
り
始
ま
る

様
に
言
は
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
此
よ
り
以
前
に
も
鍵
法

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
け
れ
こ
も
、
そ
れ
は
何
れ
も
租

宗
の
成
法
を
墾
更
せ
す
し
て
出
來
る
趣
法
、
少
く
も
さ
う

云
ふ
機
に
謎
解
が
鵠
來
る
墾
洪
で
、
此
の
時
以
後
の
…
愛
法

は
、
賓
に
十
二
の
成
法
を
鍵
更
せ
す
し
て
は
出
來
な
い
憂

法
で
あ
っ
た
黒
め
で
あ
る
襟
に
思
は
れ
る
。

　
皇
朝
滋
威
同
光
奏
議
、
墾
法
臼
強
暴
議
案
編
、
光
緒
東

華
録
、
光
緒
政
要
な
ざ
を
讃
ん
で
見
る
ε
、
獄
清
戦
箏
後

か
ら
種
々
の
獲
法
意
見
が
、
内
外
諸
臣
の
奏
議
に
見
は
れ

て
居
る
山
畢
が
分
か
る
。
就
・
甲
二
十
一
年
閏
五
月
の
順
天
府

府
ヂ
手
翰
簗
の
上
奏
、
二
十
二
年
五
月
の
刑
部
侍
郎
李
端

燕
の
上
奏
、
同
年
七
刀
の
工
部
術
書
管
理
墨
書
局
大
臣
孫

家
島
の
上
奏
、
同
年
九
月
の
候
補
四
品
京
堂
盛
宣
懐
の
上

奏
な
ざ
は
、
鯨
程
重
要
な
墾
法
意
見
を
條
齎
し
た
上
奏
で



あ
る
。
北
斗
の
如
き
碧
羅
に
の
み
依
頼
し
て
は
、
有
用
の

人
材
を
造
諾
し
、
暗
愚
富
強
の
基
を
立
つ
る
事
は
禺
來
な

い
か
ら
、
學
稜
を
廣
書
し
て
、
中
西
學
を
条
修
せ
し
め
な

け
れ
ば
な
ら
訟
ビ
云
ふ
標
な
意
見
は
、
當
時
の
国
議
に
普

通
な
意
見
で
、
そ
れ
な
ら
ば
両
學
は
戦
爾
に
必
要
で
あ

る
か
ら
學
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
同
治
以
來
の
考
へ

ε
託
り
点
り
は
な
い
。
當
時
大
概
の
奏
議
は
そ
れ
に
止
ま

っ
て
、
更
に
そ
れ
よ
り
…
遷
ん
で
、
學
校
出
身
者
に
科
目
同

機
、
正
義
科
第
の
待
避
を
輿
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
か
、
職

務
の
才
を
試
む
る
憎
め
特
科
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
訟
＆

か
云
ふ
や
う
な
欝
欝
意
見
を
遽
ぶ
る
者
は
少
な
か
っ
た
。

然
る
に
胡
蟷
奨
等
の
上
奏
は
進
ん
で
そ
れ
に
及
び
、
さ
う

し
て
そ
れ
で
な
け
れ
ば
姦
婦
に
俊
才
を
集
姫
る
こ
ビ
が
毘

零
す
、
人
才
培
養
の
目
的
を
達
す
る
こ
ざ
が
出
馬
な
い
ご

ま
で
論
じ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
然
し
當
時
朝
廷
に
於
て
は
、
未
だ
そ
れ
程
の
淡
心
が
な

く
，
僅
か
に
學
稜
を
廣
潔
し
、
中
西
學
を
兼
修
せ
し
む
る

　
　
　
第
八
谷
　
研
究
　
戊
域
の
饗
法
及
び
政
憂
（
中
）

ご
云
ふ
當
時
の
国
議
に
普
通
な
考
へ
に
止
ま
っ
て
居
だ
こ

ε
は
、
此
等
の
町
議
に
籍
す
る
総
理
衙
門
の
覆
奏
及
び
之

に
基
づ
い
て
援
せ
ら
れ
た
上
諭
を
見
る
ビ
分
か
る
の
で
あ

る
。
光
緒
二
＋
三
年
安
徽
心
労
郵
駅
熈
が
、
學
校
の
増
設

を
請
ひ
、
四
年
修
業
の
學
生
若
干
名
の
生
員
徳
用
を
建
議

せ
し
時
に
、
部
議
は
掲
額
に
妨
げ
あ
h
ご
言
っ
て
之
に
反

射
し
た
こ
ご
は
、
巌
修
の
上
奏
に
見
え
て
居
る
。
學
額
に

妨
げ
あ
り
ご
は
科
暴
に
由
る
生
口
貝
の
定
額
を
侵
す
意
味
で

あ
る
。
種
蒔
朝
廷
に
於
て
鍵
法
の
決
心
が
な
か
っ
た
一
讃

襟
こ
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
◎

　
然
る
に
二
十
三
年
十
一
月
巌
修
の
国
議
に
労
す
る
二
十

四
年
正
月
の
総
理
衙
門
の
次
様
及
び
上
諭
を
護
ん
で
見
る

ご
、
從
摩
の
詮
議
に
．
謝
す
る
総
理
衙
門
の
覆
奏
及
び
上
楡

ご
は
鯨
程
違
っ
て
居
る
こ
ご
が
目
［
に
着
く
の
で
あ
る
。

　
簾
修
の
奏
議
も
從
※
の
寺
側
ご
は
鯨
程
愛
っ
て
居
る
。

轡
型
出
身
者
に
正
科
科
第
の
待
遇
を
予
へ
る
乙
を
言
は
な

い
機
な
争
議
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
胡
、
蟷
藥
等
の
奏
議
ご

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
五
　
（
二
…
七
し



　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
戊
戌
の
憂
法
及
び
政
灘
（
巾
）

も
除
程
蓮
っ
て
居
る
。
胡
唾
棄
等
の
奏
議
で
も
、
種
々
の

違
法
意
見
の
中
に
、
學
校
鐵
身
者
に
正
門
科
第
の
待
遇
を

予
ふ
べ
き
こ
ご
を
併
凝
し
て
居
る
に
漕
ぎ
な
い
Q
然
る
に

嚴
修
の
奏
議
は
他
の
墾
法
意
見
を
陳
べ
す
、
専
ら
経
濟
特

科
を
弱
く
る
こ
ご
を
陳
べ
て
居
る
の
で
あ
る
。
彼
は
此
の

奏
議
に
於
て
、
書
院
學
堂
以
外
の
俊
才
を
鼓
舞
奨
干
す
る

確
め
、
康
露
命
隆
年
問
に
開
か
れ
た
る
谷
浜
鴻
詞
科
に
倣

て
、
纒
濟
特
科
を
開
き
恩
遇
を
隆
に
す
べ
き
を
述
べ
、
學

堂
書
院
の
設
立
も
、
人
才
保
爆
の
詔
も
，
人
才
を
得
る
所

以
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
陵
世
雰
常
の

特
畢
で
な
け
れ
ば
鮮
才
を
羅
致
す
る
こ
ご
が
出
來
す
、
特

科
ビ
云
ふ
…
標
な
家
蔵
屋
漏
の
新
章
で
な
け
れ
ば
士
氣
を
作

興
す
る
こ
ご
が
寓
來
な
い
と
言
ひ
、
奮
時
の
科
暴
ビ
別
つ

爲
め
七
三
の
新
名
を
立
て
、
丁
数
を
限
定
せ
す
、
考
試
年

限
も
一
二
年
の
期
を
定
め
、
科
畢
の
楼
な
濫
竿
倖
進
の
弊

を
防
ぐ
爲
め
、
三
品
以
上
の
京
官
、
四
品
以
上
の
外
宣
及

び
各
省
道
政
等
に
、
巻
数
彊
謡
講
仕
癖
仕
を
限
ら
す
保
暴

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
　
肺
號
　
　
　
　
三
歯
ハ
　
（
二
「
入
）

せ
し
め
、
保
暴
の
責
成
を
鰻
に
し
、
正
途
出
身
ビ
同
　
に

器
用
し
、
資
格
に
課
せ
す
、
保
行
者
に
公
車
の
費
を
給
し

邊
省
の
保
編
者
に
は
特
に
火
牌
を
給
し
、
馳
羅
北
上
せ
し

む
る
が
如
き
種
力
の
辮
法
を
條
議
し
た
の
で
あ
る
。

　
之
に
封
ず
る
総
理
衙
門
の
覆
奏
は
、
、
原
奏
が
原
奏
で
あ

る
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、
方
今
時
事
多
銀
、
入
材
σ
需
要

は
非
常
に
急
で
あ
る
、
破
格
非
常
の
暴
で
な
け
れ
ば
、
外

論
の
覗
聴
を
聾
か
す
に
足
ら
す
と
述
べ
、
外
交
、
内
政
、

理
財
農
磯
商
諸
學
、
兵
學
操
船
測
量
、
格
致
中
西
算
學
聾

光
化
電
諸
島
、
戯
評
等
を
訂
せ
て
蒋
科
を
設
け
、
學
堂

書
院
以
外
の
人
材
を
録
取
す
る
外
、
學
堂
書
院
中
の
俊
才

を
漸
進
す
る
爲
め
、
各
書
院
學
堂
の
高
等
生
に
、
各
省
學

政
の
散
乱
に
依
り
、
三
歳
一
爆
の
常
科
に
劃
す
る
こ
ご
を

許
す
こ
ご
を
主
張
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
嚴
修

の
工
法
意
見
を
是
認
し
た
る
の
み
な
ら
す
、
學
綾
二
身
者

に
正
前
科
第
の
待
遇
を
予
へ
ん
ご
す
る
胡
嬬
簗
、
三
家
辮

等
の
墾
法
意
見
を
併
せ
て
法
認
し
窪
機
な
も
の
で
あ
る
o



只
だ
特
科
に
年
限
を
定
め
ん
ε
す
る
意
見
に
は
賛
成
し
難

い
、
非
常
特
別
の
爆
で
あ
る
か
ら
特
科
ε
云
ふ
の
で
、
二

二
年
を
…
以
て
期
ご
定
め
て
は
特
科
ご
は
言
へ
な
い
、
・
†
年

一
暴
す
べ
き
か
、
二
十
年
一
面
す
べ
き
か
、
凡
て
特
旨
に

依
る
べ
く
、
常
例
ご
す
べ
き
で
な
い
ご
述
べ
て
居
る
こ

ご
、
古
殿
覆
二
試
の
後
に
、
如
何
に
之
を
礫
饗
す
べ
き
か
、

悉
く
博
學
鴻
詞
科
の
成
案
に
遷
ふ
べ
き
か
、
或
は
租
攣
題

を
加
へ
て
鼓
舞
す
べ
き
か
、
凡
て
聖
裁
に
依
る
べ
く
、
臣
下

の
檀
擬
す
べ
き
所
で
な
い
ご
述
べ
て
居
る
こ
ご
な
ざ
け
、

稽
保
守
に
近
い
意
見
で
あ
る
が
、
櫓
幕
の
科
爲
に
合
す
る

以
上
、
通
常
の
幕
人
中
式
者
ご
特
別
取
扱
ひ
が
出
來
な

い
、
さ
れ
ば
ご
て
一
概
超
擢
を
加
へ
、
破
格
の
遽
除
を
興

ふ
る
こ
ご
も
出
來
な
い
、
そ
れ
で
は
歳
二
審
科
ご
は
言
は

れ
な
い
、
但
し
特
科
で
な
け
れ
ば
一
時
の
耳
冒
を
動
ず
に

足
ら
す
、
歳
墨
で
な
け
れ
ば
、
永
久
の
必
要
に
漏
す
る
こ

ご
は
出
來
な
い
、
二
者
は
余
資
す
べ
く
、
さ
う
し
て
分
下

す
べ
き
も
の
で
、
合
辮
す
べ
き
も
の
で
な
い
ε
論
じ
，
特

　
　
　
第
八
谷
　
　
研
　
究
　
　
腰
回
の
攣
法
及
び
欧
漫
（
申
）

科
の
新
設
を
是
認
す
る
外
、
三
歳
一
畢
の
常
科
に
も
書
院

學
堂
の
秀
才
を
許
し
て
癒
試
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
郷

試
に
て
は
分
場
優
女
の
考
試
を
受
け
し
め
、
覆
試
、
殿
試
、

朝
考
に
於
て
は
、
同
場
同
一
の
試
縢
を
受
け
て
も
、
楷
法

誰
脆
を
亜
可
論
せ
ざ
る
特
典
を
得
し
め
ん
ご
し
た
様
な
こ
ビ

は
、
随
分
從
豪
の
上
奏
ご
違
っ
た
遽
歩
酌
の
意
見
ご
言
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
唐
で
も
宋
で
も
博
學
鴻
詞
科
は
科
爲

出
身
者
に
鷹
試
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
時
勢
は

そ
れ
を
例
こ
す
べ
き
で
な
く
、
康
熈
乾
隆
時
代
の
例
に
依

り
、
亡
く
學
堂
書
院
外
の
人
才
を
弧
録
す
べ
き
で
あ
る
ご

言
っ
て
居
る
の
も
面
匿
い
Q
只
だ
一
驚
歳
纂
、
一
爲
特

科
、
先
畢
特
科
、
次
行
歳
暴
ご
言
っ
て
居
る
の
は
、
特
科

十
年
而
一
暴
、
或
二
十
年
而
一
暴
、
ご
言
っ
て
居
る
の
こ

矛
凝
し
て
居
る
が
、
ざ
う
し
だ
こ
ご
で
あ
む
う
。

　
総
理
衙
門
の
墾
法
に
醤
す
る
意
見
が
、
光
緒
二
十
三
四

年
の
前
後
に
於
て
、
此
の
如
く
非
常
に
違
っ
て
居
る
ピ
云

ふ
こ
ご
は
、
如
何
に
説
明
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。
當

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
三
七
　
（
二
一
九
）



　
　
　
第
八
巻
　
研
究
　
戊
戌
の
攣
法
及
び
政
愛
（
中
）

時
総
理
衙
門
の
総
裁
は
恭
親
王
で
、
現
に
巖
修
の
奏
議
に

樹
す
る
覆
議
も
恭
親
王
の
名
を
以
て
上
奏
さ
れ
て
居
る
。

恭
親
王
の
入
物
に
就
い
て
は
色
々
の
説
は
あ
る
。
戊
戌
政

遜
記
に
、
王
昏
夢
急
談
、
有
文
鮮
爲
之
輔
佐
、
故
政
績
甚

　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

可
槻
、
御
蒲
見
識
甚
隙
、
不
蓮
外
客
情
形
、
愚
管
近
年
叢
氣

盆
深
、
維
不
要
改
革
詰
草
、
故
恭
親
王
未
死
時
、
言
上
欲

改
革
而
不
能
、
因
王
爲
軍
機
首
座
、
不
肯
零
点
、
皇
上
無

如
何
也
、
王
錐
無
識
不
知
改
革
、
詳
説
知
大
義
、
且
讐
交

響
皇
帝
遣
米
、
標
準
箇
制
西
太
后
、
下
流
拉
氏
頗
揮
之
、

壌
立
之
暴
、
斎
王
力
持
不
可
、
無
畜
氏
家
無
如
何
也
、
勢
紅
第

ビ
云
ふ
記
事
、
及
び
恭
親
王
難
点
親
藩
、
位
猶
人
臣
、
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

士
夫
不
能
見
、
不
能
上
書
、
故
在
絡
署
三
十
徐
年
、
聰
明

む
　
　

掛
人
、
而
萬
國
情
事
、
不
能
解
、
輿
圖
亦
未
能
謙
考
、
耐

量
貴
太
甚
、
塾
蔽
下
多
故
也
ご
云
ふ
記
事
が
見
え
て
居
る
。

軍
機
の
首
座
で
あ
っ
た
ε
云
ふ
こ
ご
は
事
實
に
反
し
、
・
見

識
忍
辱
ピ
云
ふ
記
事
と
、
聰
明
絶
人
ビ
云
ふ
記
事
ビ
は
、

必
ず
し
も
矛
黒
し
な
い
ε
し
て
も
、
記
事
の
調
子
無
畏
に

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
三
入
　
（
ニ
ニ
○
）

於
て
、
稽
二
致
を
敏
い
て
居
る
楼
に
も
思
は
れ
、
全
然
信

書
し
得
べ
き
記
事
ご
は
思
は
れ
な
い
。
然
し
リ
チ
ヤ
ー
1
3

な
ざ
の
記
事
に
依
っ
て
考
へ
て
も
、
絵
り
莫
明
の
人
で
あ

っ
た
ε
は
思
は
れ
な
い
。
基
督
鍛
な
ご
に
単
子
を
抱
い
て

居
淀
こ
ご
は
兎
も
角
ε
し
て
、
西
洋
の
講
書
な
ご
に
暫
し

て
も
、
十
分
な
理
解
を
有
し
て
居
な
か
っ
た
こ
ご
は
朋
か

で
あ
る
か
ら
、
其
の
藩
法
を
馨
り
ε
し
な
か
つ
π
ε
云
ふ

事
は
、
戊
戌
政
鍵
認
の
記
事
の
如
く
で
あ
ら
う
。
二
十
一

年
五
月
翁
同
轍
…
が
十
二
道
の
諭
旨
を
撰
擬
し
て
、
大
に
減

法
を
行
は
ん
ご
し
た
時
、
恭
親
王
が
之
を
阻
止
し
た
太
め
、

一
時
攣
法
の
議
が
中
止
し
た
ど
云
ふ
説
、
二
十
三
年
十
二

月
猫
逸
の
甲
州
溝
占
領
後
、
康
有
爲
の
上
り
し
露
西
亜
十

界
大
帝
の
心
を
以
て
心
法
ご
な
し
、
田
本
附
治
の
政
を
以

て
政
法
8
爲
す
べ
し
ご
云
ふ
第
三
の
上
奏
は
、
工
部
堂
官

に
阻
格
せ
ら
れ
、
代
奏
せ
ら
れ
ざ
う
し
も
、
給
事
中
高
愛

曾
は
見
て
非
常
に
戚
心
し
、
抗
疏
し
て
鷺
烏
爲
を
薦
め
、

其
の
召
見
を
請
ひ
し
時
、
恭
親
王
は
本
朝
の
成
例
は
四
品



以
上
の
官
で
な
け
れ
ば
召
見
が
寓
來
な
い
ε
言
っ
て
、
其

の
召
見
を
諌
止
し
だ
ビ
云
ふ
説
は
、
矢
張
わ
戊
戌
政
無
記

に
見
え
て
居
る
Q
恭
親
王
が
坐
法
を
然
b
ご
し
な
か
っ
た

事
は
戊
戌
政
二
三
の
説
の
如
く
で
あ
ら
う
が
、
之
を
隔
り

こ
し
な
か
っ
た
の
は
、
戊
戌
政
攣
記
の
説
の
如
く
、
見
識
甚

険
の
爲
め
で
な
く
、
恐
ら
く
租
法
の
成
法
は
鍵
更
し
て
は

な
ら
ぬ
と
云
ふ
考
へ
に
出
で
た
も
の
で
あ
ら
う
。
恭
親
王

は
決
し
て
頑
冥
固
随
な
人
で
あ
っ
た
ご
は
信
ぜ
ら
れ
な
い

総
理
衙
門
の
意
見
が
二
十
三
四
年
の
前
後
に
達
て
、
非
常

な
差
異
を
見
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
恭
親
王
は
頑
冥
固
隈

な
人
で
な
か
っ
た
か
ら
、
漸
く
此
の
頃
に
な
っ
て
、
寸
法

の
已
む
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
を
悟
る
楼
に
な
っ
た
爲
で
あ
る

ざ
考
へ
ら
れ
澱
こ
ご
も
な
い
。
又
こ
れ
ま
で
の
奏
議
は
學

稜
出
身
者
に
正
途
科
第
の
待
遇
を
輿
ふ
る
こ
ご
を
主
張
し

た
も
の
で
な
い
か
ら
、
其
の
黙
に
離
れ
な
く
し
て
も
、
其

の
以
外
の
意
見
に
醤
し
て
覆
議
す
れ
ば
、
そ
れ
で
覆
奏
が

出
置
る
臥
棲
に
な
っ
て
居
た
が
、
二
三
の
続
篇
隅
は
專
ら
特
科

　
　
　
第
八
谷
　
　
研
　
究
　
　
戊
域
の
海
法
及
び
殿
憂
（
申
）

を
設
く
る
こ
ご
を
目
的
ε
せ
る
奏
議
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

に
燭
れ
す
に
覆
奏
は
出
來
な
い
の
で
、
巌
修
の
言
っ
て
居

る
位
の
こ
ご
な
れ
ば
、
大
騰
科
目
ご
云
ふ
瀬
制
を
鋤
か
す

こ
ご
な
く
、
幾
分
麺
蓮
す
れ
ば
出
隠
る
こ
ざ
で
、
帥
ち
秘

宗
の
成
法
内
に
於
て
毘
．
眈
る
こ
と
で
あ
る
，
康
乾
の
時
代

に
設
け
ら
れ
た
博
鴻
科
は
、
其
の
時
代
の
必
要
に
慮
じ
て

設
け
ら
れ
た
や
う
に
、
今
度
の
経
濟
蒔
科
は
今
の
時
代
の

必
要
に
慮
じ
て
設
け
ら
る
る
も
の
、
即
ち
時
に
曾
て
宜
し

き
を
制
す
る
も
の
で
あ
る
こ
の
辮
解
も
出
來
る
ε
云
ふ
考

へ
か
ら
、
之
を
許
す
ご
云
ふ
態
麓
に
出
で
た
も
の
ビ
も
考

へ
ら
れ
ぬ
こ
ご
は
な
い
。
そ
れ
に
此
の
頃
に
な
っ
て
、
光
緒

帝
の
憂
法
に
封
ず
る
決
心
は
非
常
に
強
く
な
っ
た
の
で
、

到
底
そ
れ
に
反
墨
が
幾
來
な
い
こ
ビ
に
な
っ
た
標
に
も
考

へ
ら
れ
る
。
意
字
帝
は
日
清
戦
孚
後
か
ら
、
段
々
養
法
の

考
へ
を
抱
か
れ
、
康
有
識
の
二
十
一
年
四
月
に
墾
法
の
一

日
も
緩
う
す
べ
か
ら
ざ
ろ
こ
ご
を
力
亡
し
た
所
謂
萬
言
の

書
を
御
覧
に
な
り
て
、
非
常
に
威
心
さ
れ
、
閣
臣
に
寓
さ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
九
　
（
ご
二
一
）



　
　
　
第
八
巻
　
研
究
　
戊
浅
の
墾
法
及
び
政
墾
ハ
中
）

せ
て
西
太
后
に
も
上
ら
れ
た
こ
云
ふ
こ
ざ
で
あ
り
、
其
の

年
五
月
に
言
路
を
祭
器
し
、
民
選
議
院
地
方
議
會
を
開
き
、

報
館
を
設
け
、
賢
能
．
を
徴
僻
し
て
、
中
央
地
方
の
顧
問
に
備

ふ
べ
き
こ
ご
を
述
べ
た
第
二
の
上
奏
は
工
部
堂
官
に
阻
格

せ
ら
晒
、
御
手
許
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
翁
同
麻
が
見
て

非
常
に
威
心
し
た
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
翁

五
悪
よ
わ
叡
聞
に
達
し
た
こ
ご
は
疑
ひ
な
く
、
二
＋
三
年

の
第
三
回
の
上
奏
は
、
前
に
述
べ
た
標
に
、
矢
張
り
初
め

御
手
許
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
縁
ご
な
り
て
、
総

理
衙
門
恭
親
王
等
の
康
有
益
延
見
ご
な
り
、
日
本
墾
政
考
．

俄
皇
大
鳥
得
愛
政
多
言
の
康
有
爲
の
著
書
は
総
理
衙
門
よ

り
御
覧
に
達
す
る
こ
ご
ご
な
り
、
第
三
の
上
奏
も
亦
御
手

許
に
達
し
、
今
後
康
有
爲
の
上
奏
は
．
邸
日
呈
逓
し
て
阻

帯
し
て
は
な
ら
濾
ご
の
論
旨
は
総
理
衙
門
に
傳
へ
ら
れ
た

ε
云
ふ
こ
ご
で
あ
っ
て
、
籐
程
墾
法
に
熟
中
さ
れ
て
居
た

こ
ご
は
分
か
る
。
さ
う
云
ふ
鐸
で
あ
る
か
ら
総
理
衙
門
で

も
何
虚
ま
で
も
愛
法
に
反
…
封
が
鵠
異
な
い
ご
云
ふ
こ
ご
を

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
〇
　
（
一
、
一
二
ニ
）

知
り
、
そ
れ
位
の
獲
法
な
れ
ば
、
西
太
后
の
麟
旨
に
背
く

こ
ビ
に
も
な
ら
な
い
こ
し
、
之
を
是
認
し
た
も
の
で
あ
る

様
に
も
考
へ
ら
れ
る
。

　
然
る
に
丁
度
其
の
頃
（
正
月
初
八
日
）
に
第
二
爲
の
上
り

し
欄
度
局
及
び
十
二
勢
局
を
設
け
て
、
全
般
的
に
且
つ
撤

底
的
に
制
度
を
獲
署
せ
ん
こ
す
る
第
四
回
の
上
奏
に
饗
し

て
は
、
総
理
衙
門
は
五
月
ま
で
も
延
翻
し
て
、
覆
奏
し
な

か
っ
た
ご
云
ふ
こ
ビ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
如
何
に
説
明
す

べ
き
で
あ
る
か
。
…
嚴
修
の
蟄
口
づ
て
居
る
樺
…
な
経
濟
特
科
な

れ
ば
、
前
に
も
蓮
べ
た
様
に
、
灘
宗
の
成
法
内
に
撃
て
出

観
る
鍵
法
で
あ
る
ε
言
っ
て
も
、
言
は
れ
ぬ
こ
ご
は
な
い

が
康
、
有
爲
の
主
張
す
る
…
棲
な
制
度
局
は
租
宗
の
成
法
を
養

せ
ん
ご
す
る
も
の
で
、
総
理
衙
門
王
大
臣
に
は
、
そ
れ
程

の
大
決
心
が
な
か
っ
た
畳
め
で
あ
る
ざ
考
へ
れ
ば
、
説
明

は
つ
か
ぬ
こ
ご
は
な
い
標
で
あ
る
Q

　
此
の
如
く
光
景
二
十
四
年
四
月
二
十
三
臼
壁
厚
の
国
論

が
獲
せ
ら
る
る
…
以
前
に
嘗
て
も
、
新
政
の
書
論
…
が
廻
せ
ら



れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
少
く
も
凝
霜
の
奏
議
に
封
ず

る
総
理
衙
…
門
の
謹
奏
に
基
づ
き
て
幸
せ
ら
れ
た
三
論
な
ざ

は
、
脊
索
患
ひ
切
っ
た
上
論
で
、
経
書
常
科
の
外
、
保
逡
入

善
百
人
以
上
あ
れ
ば
，
方
骨
せ
す
期
を
定
め
て
縄
濟
特
科

を
開
く
べ
く
、
京
外
各
官
を
し
て
陸
績
知
る
研
を
爆
げ
保

管
せ
し
む
べ
き
こ
ご
を
識
し
て
居
る
。
そ
れ
だ
か
ら
戊
戌

政
墾
記
に
も
、
こ
れ
を
戊
戌
墨
壷
の
原
谷
で
あ
る
釜
言
っ

て
居
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
戊
戌
墾
法
は
四
月
二
十
三
日

の
整
骨
の
上
諭
か
ら
始
ま
る
榛
に
言
は
れ
て
居
る
の
は
、

前
に
も
述
べ
た
様
に
、
此
よ
り
前
の
墾
法
は
、
五
宗
の
成

法
を
鍵
更
せ
す
し
て
出
來
る
遜
法
で
、
こ
れ
は
三
面
の
奏

議
に
基
づ
い
て
嚢
せ
ら
れ
た
上
諭
に
も
滴
饗
す
る
こ
ご
が

出
來
る
の
に
反
し
て
、
．
此
の
時
以
後
の
記
法
は
、
租
宗
の

成
法
を
遜
更
せ
す
し
て
は
出
來
な
い
、
或
は
澱
宗
の
成
法

を
攣
更
せ
ん
と
す
る
墾
法
で
あ
っ
た
爲
で
あ
る
。
或
は
此

の
時
以
後
の
鍵
法
こ
そ
は
、
興
の
養
法
で
あ
る
ご
言
っ
て

よ
い
爲
め
で
あ
る
こ
も
言
へ
ぬ
こ
ご
は
な
い
。

　
　
　
第
・
入
巷
　
　
研
－
劣
　
　
戊
戊
の
墾
波
及
び
敦
憂
（
ゆ
）

　
此
の
時
の
前
後
に
於
て
、
ざ
う
し
て
か
う
云
ふ
礎
化
が

趨
つ
だ
か
ご
云
ふ
に
、
恭
親
王
の
麗
去
ご
云
ふ
こ
ε
は
非

常
の
關
係
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
恭
親
王
は
前
に
も
述

べ
た
様
に
、
憲
法
を
然
り
こ
し
な
か
つ
だ
が
、
そ
れ
は
租

宗
の
成
法
は
獲
じ
て
は
な
ら
諏
ピ
云
ふ
考
へ
に
出
で
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
鍵
渉
す
、
少
く
も
そ
れ
を
攣
す

る
も
の
で
な
い
ε
云
ふ
安
心
が
出
労
れ
ば
、
必
宙
し
も
反

甥
さ
れ
た
様
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
現
に
嚴
修
の
墾
法
意

見
に
毒
し
．
恭
親
王
は
管
理
衙
門
を
代
表
し
帰
是
認
の
覆

奏
を
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
か
う
云
ふ
考
へ
は
西
太
后
も

同
一
で
あ
っ
π
o
そ
れ
だ
か
ら
恭
親
王
の
存
命
中
は
翁

気
缶
も
急
激
な
憂
法
を
以
て
光
熱
帝
に
奏
講
ず
る
こ
ご

が
出
　
來
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
〇
二
十
一
年
に
十
二
道
の
詔

勅
を
撰
擬
し
、
大
に
藩
法
を
行
は
ん
こ
し
て
、
恭
親
王
に

阻
止
せ
ら
れ
π
こ
ご
は
前
に
蓮
べ
だ
麺
り
で
あ
る
。
早
緒

帝
も
麗
宗
の
成
法
を
墾
す
る
檬
な
思
ひ
切
っ
た
恩
讐
を
實

行
せ
ら
る
る
こ
ご
は
幽
思
な
か
っ
た
。
康
有
爲
を
君
児
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
凶
一
　
（
二
二
三
）



　
　
　
第
二
巻
　
・
研
究
　
門
門
の
墾
法
及
び
政
塗
（
中
）

ら
る
る
こ
ビ
も
出
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る
Q
そ
れ
だ
け
西

太
后
も
安
心
し
て
居
ら
れ
た
鐸
で
、
西
太
后
の
勢
冒
に
反

し
、
或
は
反
す
る
ご
知
っ
て
行
ふ
夢
裏
で
な
い
か
ら
、
墾

法
の
上
諭
ε
言
っ
て
も
、
此
の
時
の
書
法
上
諭
は
、
四
月

二
十
三
日
以
後
の
養
法
上
論
が
、
成
敗
を
顧
み
す
、
是
非

早
行
し
標
ε
し
て
、
罪
常
に
急
促
し
た
趣
き
が
あ
る
の
ご

は
灘
伸
っ
て
、
料
是
非
逸
才
行
ふ
3
る
ご
云
ふ
考
へ
に
は
騰
り
煩
は

さ
、
れ
す
、
而
か
も
行
は
る
る
上
に
差
支
へ
が
な
い
…
標
に
周

弱
な
注
意
を
沸
ふ
だ
け
の
徐
裕
を
示
し
て
居
る
追
切
急
促

せ
る
様
子
の
少
し
も
見
え
な
い
上
諭
で
あ
る
。
然
る
に
恭

親
王
は
二
月
末
か
ら
病
氣
に
罹
ウ
、
四
月
十
日
に
麗
翻
し

た
の
で
あ
る
Q
其
の
前
か
ら
康
営
倉
は
磁
場
の
内
部
に
奔

走
し
て
自
説
を
鼓
吹
し
、
器
品
を
聯
合
せ
ん
ご
し
て
運
鋤

し
て
居
た
事
は
、
前
に
述
べ
た
野
芝
験
の
回
奏
、
御
史
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
に
　
　
ユ
セ
リ

悌
の
康
有
爲
弾
劾
の
上
奏
簿
嬬
細
鞘
に
よ
く
見
は
れ
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　

る
。
選
一
ご
月
二
十
七
日
に
は
松
箔
庵
諌
草
堂
に
煮
て
、
保

國
會
第
一
會
を
開
き
、
我
四
萬
萬
人
は
貴
と
な
く
賎
こ
な

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
四
二
　
（
ご
二
四
）

く
、
今
日
書
室
の
下
、
漏
舟
の
中
、
聖
火
の
上
に
あ
り
て

籠
中
の
鳥
、
釜
底
の
魚
、
牢
中
の
舟
の
如
く
、
牛
ε
な
う

馬
ビ
な
り
犬
羊
こ
な
わ
奴
隷
ご
な
b
、
人
の
鶴
甲
に
任
せ

人
の
宰
割
に
任
す
、
是
四
千
年
二
十
四
朝
未
有
の
奇
物
で

あ
る
ご
言
っ
て
、
支
那
人
の
登
憤
を
促
し
た
慷
慨
激
切

の
演
説
（
漿
説
書
写
附
錐
黒
熱
）
を
な
し
、
非
常
な
注
意
を
惹
き
、
官
場

よ
り
曝
ま
れ
、
御
史
播
慶
の
麗
劾
を
難
く
る
に
至
っ
た
。
恭

親
王
の
死
後
論
叢
爲
の
忍
言
は
盆
主
陽
は
に
な
．
つ
た
襟
で

あ
り
、
翁
同
工
も
麟
足
を
伸
ば
す
を
得
る
様
に
な
り
、
愈
々

思
ひ
切
っ
て
新
政
に
着
手
せ
ん
ご
す
る
機
に
な
っ
た
。
少

な
く
も
外
間
か
ら
は
さ
う
思
は
れ
る
様
に
な
つ
だ
の
で
、

西
太
后
も
頓
か
に
不
安
の
念
を
抱
か
る
る
様
に
な
っ
た
こ

ご
は
想
像
さ
れ
る
。
國
是
の
上
諭
は
既
に
総
理
衙
門
の
延

濡
し
て
覆
議
せ
ざ
る
康
有
痛
の
國
是
を
定
め
ん
こ
ご
を
講

ひ
た
る
上
奏
に
依
っ
て
卸
せ
ら
れ
た
も
の
の
様
で
、
西
太

后
の
不
安
を
加
へ
だ
邑
も
明
か
で
あ
る
。
此
の
上
諭
の
後

聞
も
な
く
翁
同
儒
瀦
斥
の
謬
論
が
登
せ
ら
れ
だ
こ
ご
は
、

’



恭
親
王
の
麗
去
に
依
り
、
翁
同
麻
を
牽
制
し
た
る
勢
力
の

な
く
な
っ
た
議
事
の
結
果
で
、
恭
親
王
の
麗
去
ご
云
ふ
こ

ご
が
越
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
恭
親
王
は
翁
同
麻
の
學
問

を
奪
敬
し
て
居
た
爲
め
ば
か
り
で
な
く
、
翁
同
麻
自
ら
恭

親
王
の
勢
力
を
揮
っ
て
居
た
黒
め
も
あ
り
、
織
斥
〃
さ
れ
す

し
て
濟
ん
だ
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
恭
親
王
麗
去
の
結
果
、

翁
同
飾
は
詩
語
さ
れ
た
。
翁
同
麻
だ
け
で
も
瓢
斥
さ
れ
す

に
居
っ
た
な
ら
ば
、
四
月
二
十
三
日
以
後
の
急
激
な
獲
法

は
除
程
緩
和
さ
れ
π
か
も
知
れ
な
い
Q
翁
同
蘇
…
が
表
面
に

立
っ
て
、
堂
々
ε
種
法
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
西
太
后
を
始

め
墾
法
を
賛
せ
ざ
る
人
人
の
愛
蔵
を
緩
和
す
る
に
就
い
て

も
、
相
図
の
苦
心
を
楽
し
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
学
際
租

宗
の
成
法
を
憂
す
る
に
し
て
も
、
必
ず
し
も
墾
す
る
も
の

で
な
い
檬
に
粧
ふ
ご
云
ふ
こ
ご
も
之
を
試
み
．
又
混
同
麻
…

な
れ
ば
、
試
み
れ
ば
必
ず
し
も
出
來
鎗
こ
ご
は
な
か
っ
た

機
に
も
考
へ
ら
れ
る
Q
翁
同
継
が
熾
斥
さ
れ
て
、
既
に
着
手

さ
れ
た
遜
法
蓮
動
は
其
の
中
心
を
失
っ
た
。
戊
戌
政
墾
記

　
　
　
心
入
巷
　
研
究
　
戊
戊
の
礎
法
及
び
政
婁
（
中
）

に
五
月
以
來
の
新
政
は
光
緒
帝
が
一
人
の
輔
佐
な
く
、
濁

断
専
行
さ
れ
セ
も
の
の
様
に
言
っ
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
信

せ
ら
れ
な
い
。
當
時
軍
機
大
臣
は
例
に
依
て
毎
日
召
見
さ

れ
て
居
る
。
墾
法
の
上
諭
は
矢
張
り
彼
等
に
依
っ
て
撰
擬

さ
れ
だ
こ
ε
ε
考
・
へ
ら
れ
る
。
當
時
軍
機
に
は
禮
親
王
、

剛
毅
、
銭
癒
搏
の
外
に
、
新
任
の
屡
皇
城
　
（
二
月
就
任
）
王
文

墨
、
翻
）
柔
膚
麩
等
が
居
っ
て
禮
親
王
、
藩
糠

病
藩
中
で
あ
っ
た
機
で
あ
る
。
此
等
の
人
が
上
潮
を
撰
擬

し
た
ε
し
て
も
、
上
諭
は
彼
等
の
議
奏
に
基
い
て
獲
せ
ら

れ
た
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
然
ら
ば
誰
の
進
言
が
此
の
時

の
上
諭
の
諸
諸
こ
な
っ
た
か
ε
云
ふ
に
、
矢
張
り
康
有
爲

で
あ
っ
た
事
は
疑
は
れ
な
い
◎
光
参
帝
は
翁
同
軸
客
年
の

翌
目
、
顧
和
園
仁
壽
殿
に
於
て
、
康
言
説
を
召
見
さ
れ
て
居

る
。
此
の
後
は
鼻
緒
帝
は
西
・
太
后
の
…
嫌
疑
を
避
け
て
召
見

さ
れ
な
か
っ
た
こ
云
ふ
こ
ざ
で
あ
る
が
、
康
有
識
の
著
書

は
絶
え
ず
光
象
帝
の
御
魔
に
達
し
て
居
た
模
で
、
康
有
爲

は
其
等
の
著
書
に
考
語
を
附
し
て
呈
上
し
た
ご
云
ふ
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
四
三
　
（
［
三
五
）



　
　
　
第
入
王
　
　
研
　
究
　
　
第
二
朝
初
期
の
女
蜷
及
其
髄
愈
的
背
景
（
下
）

で
あ
る
。
外
間
で
は
康
有
無
が
秘
密
に
宮
中
に
編
入
し
て
、

光
緒
帝
ご
密
謀
を
運
ら
し
て
居
た
様
に
傳
へ
ら
れ
た
が
、

實
際
は
纏
か
に
逸
書
に
依
り
、
或
は
霧
雲
に
依
b
、
康
有
爲

の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
之
を
た
よ
）
ざ
し
て
触
法
を
行
は

れ
し
に
過
ぎ
す
、
さ
う
し
て
働
者
の
間
に
立
ち
て
諭
旨
隊

奏
の
茶
器
に
任
せ
し
も
の
は
軍
機
塵
壽
恒
で
あ
っ
た
と
云

ふ
こ
ご
は
戊
戌
政
獲
記
に
見
え
て
居
る
。
さ
う
云
ふ
課
で
、

　
　
　
　
　
　
　
餓
四
二
　
號
　
　
　
　
四
阿
門
　
（
二
二
．
六
）

戊
戌
の
行
法
は
光
絡
帝
が
西
太
后
の
嫌
疑
を
避
け
な
が
ら

非
常
な
不
便
を
忍
び
、
母
人
昌
を
忍
ぶ
襟
に
し
て
秘
密
に

徴
さ
れ
π
不
完
全
な
康
有
爲
の
意
見
を
基
礎
ご
し
て
愛
法

を
行
は
れ
だ
こ
云
ふ
こ
ご
は
、
西
太
后
の
反
劃
あ
る
を
期

し
な
が
ら
そ
れ
を
行
は
れ
た
こ
ご
ご
共
に
、
戊
戌
の
養
法

に
急
激
促
迫
の
性
質
を
與
へ
だ
も
の
の
様
に
考
へ
ら
れ

る
、

卒
安
朝
初
期
の
・
女
装
及
其
豊
野
的
背
景

　
李
安
初
期
に
於
け
る
女
装
が
奈
良
式
服
飾
の
延
長
に
過

ぎ
ざ
る
こ
ご
は
前
文
に
述
べ
し
ご
こ
ろ
の
如
し
。
殊
に
嵯

峨
帝
の
朝
は
そ
の
高
調
に
遷
せ
し
時
な
り
こ
す
。
弘
仁
九

年
三
月
服
制
の
改
定
を
蝕
し
、
ま
た
雲
量
の
儀
禮
及
日
常

（
下
）

櫻

井

秀

の
禮
法
に
及
ぶ
①
9
こ
れ
恐
ら
く
服
飾
統
一
の
企
て
な
る
べ

し
Q
翌
年
ま
た
新
制
に
從
は
ざ
る
も
の
を
庭
分
せ
し
む
②
。

當
局
の
唐
風
を
好
め
る
こ
ご
推
す
る
に
蝕
あ
ら
む
。
か
く
’

て
土
年
二
月
響
に
及
び
饗
し
て
い
は
隠
語

　
劇
論
大
小
諸
神
事
及
零
冬
奉
幣
諸
陵
剛
用
畠
衣
、
軸
受

　
朝
創
用
・
衰
冤
十
二
章
、
朔
H
療
養
、
日
聴
政
、
受
蕃
國


